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これまで理科学習を指導して

事実を基に
考察をする

問題の焦点化をする

積
み
重
ね

科
学
的
に
探
究
す
る

指導計画

学習過程

指導・援助

研究内容１

研究内容２

研究内容３

見通しをもつ

事実をとらえる



指導のビジョンをどうもつか

２章 電流の性質 （１７時間） 

 

単元構想図    単元「電気の世界」   第２章「電流の性質」

全１７時間 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇電流，磁界に関する事物・現象を日常生活や社会と関連付けながら，「回路と電流・電圧」「電流・電圧と抵抗」「電流とそのエネルギー」「静電気と電流」 

「電流がつくる磁界」「磁界中の電流が受ける力」「電磁誘導と発電」を理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付けること。〔知識及び技能〕             〔思考力・判断力・表現力等〕 

〇電流，磁界に関する現象について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し，電流と電圧，電流の働き，静電気、電流と磁界の規則性や関係性を見いだして表現すること。↑ 

〇電流，磁界に関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養うとともに，日常生活や社会との関わりについて認識して，自然を総合的に見ることができるようにする。〔学びに向かう力・人間性等〕 

・回路、電気を通す物、乾電池の数とつなぎ方、そして電気の利用（主に発熱）についての理解 

・電流の量的な視点、グラフ化する関係的な視点、目に見えない電流の実体的な視点（モデル化） 

・条件制御して実験を行う力、誤差の見方等…第１学年での「ばねに加える力の大きさとばねの伸びとの関係」 

・日常生活や社会に存在する「静電気、電流、磁界」についての認識について 

 

・小）第６学年「電気の利用」…発電、蓄電、変換、利用 

・小）第５学年「電流がつくる磁力」…鉄心の磁化、極の変化、電磁石の強さ 

・小）第４学年「電流のはたらき」…乾電池の数とつなぎ方 

・小）第３学年「磁石の性質」…、磁石に引き付けられる物、異極と同極 

「電気の通り道」…電気を通すつなぎ方、電気を通す物 

 

１章 静電気と電流（５時間）レディネステストも含む 【Ａ、Ｄ】 

A 生活経験を根拠にし

て考える。 

 

B 既習内容を根拠にし

て考える。 

 

C 数値化、グラフ化等、

量的・関係的な視点

で捉える。 

 

D 目に見えない事実を

モデルを使って考え

る。 

 

Ｅ 見通しをもって探究

しようとする。 

 

Ｆ 他の結果と比べたり

繰り返し実験をした

りして探究し続け

る。 

 

 

 

 

 

生徒に発揮させたい 

姿 
※ここで示すものがすべ

てではなく、教師が特

に意図して進めていく

ために抽出したもの 

３章 電流と磁界（17時間）【Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｅ、Ｆ】 

⑦電圧【Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ】 

電流は電圧がないと流れない。電圧計を使い方を知って、負荷に加わる電圧と電

源の電圧を調べたら同じ。長い導線に電圧が少し加わっていたけど０に近い。 

⑮⑯発熱量【Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅ、Ｆ】 

電力が大きいほど、発熱量が大きい。発生した熱が逃げてしまうこともあ

る。熱が逃げない工夫をすることで、もっと水温を上げることができる。 

②回路【Ａ、Ｂ、Ｄ、Ｆ】              技術科との関連 

回路には電源と導線と負荷（電気を利用するところ）がある。発光ダイオー

ドには電流の流れる向きがある。電気用図記号を使って回路図がかける。        

③直列回路と並列回路【Ａ、Ｂ、Ｃ】 

電池の数が同じなのに回路が違うと、豆電球の明るさが違う。つまり電流の大きさが違う。電流は回路の中をどのように流れているのだろうか。 

並列回路は豆電球を外しても回路がつながっている。電池の直列つなぎと並列つなぎとは違う。 

⑭電力【Ａ】 

電気器具に表示されているワットは電力であり、電流×電圧で求められる

ものであり、大きいほど電気代がかかる。 

⑤⑥直列回路と並列回路に流れる電流【Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ】 

直列回路はどこでも同じ。並列回路は枝分かれする前、枝分かれし

た後の和、合流した後は等しい。同じ電池だったのに全体に流れる

電流が変わっていたのは不思議だ。 

⑩電圧と電流と抵抗１【Ｂ、Ｃ、Ｆ】 

電圧を大きくすると電流も比例して大きくなっていった。 
⑧⑨直列回路と並列回路に加わる電圧【Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ】 

並列回路は各区間と電池の電圧は同じ。直列回路は各区間に加わる電圧の大きさ

の和と全体の電圧の大きさが等しい。電流のときとは反対だ。 

⑬合成抵抗、導体と不導体【Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ】 

全体の抵抗が直列回路では各抵抗の和、並列回路では各抵抗より小さくなるんだ。 

⑰熱量、電力量【Ａ、Ｂ、Ｃ】                                                   技術科との関連 

電気代の支払いには電力量が用いられていた。電気エネルギーの消費を抑えるためには、電気器具の使用時間に気を付けなければならない。 

理科室のブレーカーがきれたのは、並列回路で電圧が 100Ｖで一定。流れる電流が多くなりすぎたからなんだ。日常の電気製品の使い方を考えていこう。 

⑪⑫電圧と電流と抵抗２【Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ】（本時） 

電熱線の太さや長さが違うと電流の流れにくさ（抵抗）が違った。でも、

どんな発熱線も必ず比例していた。（オームの法則） 

育成すべき資質・能力 

【
日
常
と
つ
な
ぐ
課
題
】 

な
ぜ
理
科
室
の
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
た
の
だ
ろ
う
か
。 

学習前の生徒の実態 レディネステスト 
既習事項 

①日常と電気【Ａ、Ｂ、Ｄ】               技術科との関連 

身の回りの電気製品に目を向ける。電気製品をたくさん利用するとブレーカー

が落ちたり、中には複雑な回路があったりすることを観る。 

④流入する電流と流出する電流【Ｂ、Ｄ、Ｅ、Ｆ】                                          技術科との関連 

電流計の使い方を知って、豆電球に流入する電流と流出する電流の大きさを調べたら同じだった。豆電球で電気が使われて減っているわけではないんだ。 

電子は粒で表したり、電流は水の流れで表したりすると分かりやすいな。技術で使ったテスターは、電流計の役割があるんだ。 

指導計画

研究内容１

○生徒の実態 把握
○学習、指導の系統性

生徒が「よさ」を実感し、
自ら活用していくビジョンを描く

生徒に発揮させたい姿
○数値化、グラフ化
○モデル化 等

資料参照



学習過程

研究内容２

【そのために】
○正確なデータ →誤差は小
○グラフ化 →比較・検討が可能
○操作性や安全面 →自由度の吟味事象提示

教材・教具

見通しと振り返りを常にくり返す
学びが止まらない学習過程



いかに個の学びを充実させるか

 

主に対象とする子 目的 方向付け 

Ａ．事実を正確にと

らえていない 

事実の整理 

条件制御の確認 

関連する既習内容の明確化 

「～を使って記録するといいよ。」 

「～すると、どうなった。」「事実は〇〇だね。」 

「前は…だったよね。今日の～は？」 

Ｂ．事実をとらえて

いるが考察を書く

ことができない 

事実の確認 

予想との関連 

考察の仕方を確認 

考察内容の明確化 

「調べてみてどうだった。」 

「予想とくらべてどうだった。」 

「このことから、どんなことが分かるかな。」 

「今、言ったことを考察に書けばいいよ。」 

Ｃ．考察を書いてい

るが、考察が深まっ

ていない 

実験結果の確かさ 

より科学的に追究するため

に 

 

「～さんの結果と比べてどうだった。」 

「他の方法だとどうだった。」 

「～を使って説明してごらん。」 

「～になったのは、どうしてかな。」 

「どうして～なのに、～だと思う。」 

→単位時間のより具体的な方向付けを考える。

対象とする子 方向付け

指導・援助

研究内容３



授業改善の視点

主体的・対話的で深い学び

生徒が よさを自覚
「こういうのが、科学的に探究する
ということなんだ。次も…」



生徒によさ、意味を伝える

問題解決の過程

学
習
の
高
ま
り



では、どこで高めるか。

○予想の場。
○実験の場。
○考察の場。



予想の場 塩化ナトリウムを水
に溶かすと電流は流
れるだろうか。

×塩化ナトリウムも
精製水も

○海水は…
水酸化ナトリウム
も…



電流は
流れる。

問題解決の過程

学
習
の
高
ま
り

濃い食塩水にな
るほど、電流が
流れる。



％で

すりきり

○○さんの予想で実験が充実



実験、考察の場

「○分までに、

考察まで仕上げよう。」

他の
小集団

比
較
・
関
連
・
統
合

考えの
構築

自己の現状を把握

課題の把握

考えをまとめる

見通し
協働の必然性

振り返り
仲間に説明して、
フィードバック

実証性（実際に）
再現性（何度やっても）
客観性（だれがやっても）



限られた時間の中で、
・たくさんの事実を見つける
・共有し合い、探究し続ける

仲間と比べると考えが深まる

ちがいは考える
チャンス



流れる水溶液
流れない水溶液

問題解決の過程

学
習
の
高
ま
り

＋α流れる水溶液の中でも流れ
やすさがちがう。

＋α泡が出ている表面積が多い
とより多くの電流が流れる



・予想を共有したから
・○さんの考えのおかげで
・ちがいに着目したから 等

問題解決の過程

学
習
の
高
ま
り

指導計画

学習過程

指導・援助

研究内容１

研究内容２

研究内容３

よさを自覚



今
、
や
っ
て
い
る
こ
と

青
山
中
シ
ラ
バ
ス



実践例 ２年生「電流の性質」 

 電気抵抗の授業 

事象提示（課題作り） 

「太くて長い：径 1.2㎜、長さ 540㎝」と「短

くて細い：径 0.4 ㎜、長さ 60 ㎝」見た目の異な

る電熱線が同じ電圧と電流の関係になる事象を

観る。そして、電熱線の条件によって流れる電流

が変わるかどうか生徒の疑問から課題づくりを

行う。   

 これは、実践したときの板書である。 

 

 

  



実践例 ２年生「電流と磁界」 

 スマホのワイヤレス充電でも可能 
 
 事象提示で見せて、 
「磁界から電流がうまれるのだろうか」と課題が設定 
 
様々なコイルや磁石で実験 
 
「磁界が変化しているとき流れる」 
「巻き数や磁力、磁石の動かす速さによって流れる電流の大きさが異なる」など考察 
 

 
  



実践例 １年生「火山」  

 ３つの火山灰を比較して、色の違いに有色鉱物、無色鉱物の割合をしらべる。 

 
 
 



実践例 ３年生「化学変化とイオン」 
 
これは、どちらかというと、教材というより、実験をどのように充実させるか、交流をどのように組織

してやるかなどで主張しやすいと思う。（学び方を教えていくときにもやりやすい） 
 
電池になる条件を探る授業の一部 

 


